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 お花見・歓送迎会などで飲酒の機会も増える時期になりましたね。 

肝臓は非常にデリケートな臓器のひとつ。お酒だけではなく食べもの

の食べ方ひとつでもその機能に影響します。また「沈黙の臓器」とい

われ、よほど具合が悪くなってからでないとわからないことが多くありますのでご注意を。では肝臓

とはどのような働きをしているのでしょうか。今回はそんな肝臓に少し注目してみましょう。 

☆肝臓の働き  肝臓の働きは大きく３つに分けられます。 

① 体の「解毒工場」～アルコールなどの有害な物質を分解します。 肝臓ではこの解毒工場が最

優先されるため、アルコールを過剰に摂取してしまうとエネルギーを蓄えたり体に必要な材料をつく

るなどの他の仕事が後回しになります。 ですからアルコールは適量摂取を心がけることが大切で

す。 ちなみに厚生労働省が定める「健康日本21」で推奨されている1日の〝純アルコールの基準量は

20ｇ〟です。 

１日分の目安 

・ビール（５％）が１缶  （350ml）で１７ｇ・焼酎（25度）１合  （180ｍｌ）で３６ｇ 

・日本酒（15度）１合  （180ｌｍ）で２２ｇ・ワイン（12％）１杯  （180ｍｌ）で１５ｇ 

※お酒は百薬の長されど万病の元といいます。近年アルコールはたとえ少量でも体に害をおよぼす物        

 質と位置付けられています。上記の目安を参考に節度をもった飲酒を心がけてください。 

② エネルギーの貯蔵庫 ～食事で摂取した糖や中性脂肪を蓄える働きをしています。また、肝

臓には糖から中性脂肪を作り出す働きもあるため、肉・魚・大豆など油分の多い食品だけでなく、ご

飯・パン・麺類・お菓子などを食べ過ぎた場合も肝臓に中性脂肪が増えてしまい脂肪肝を引き起こし

やすくなります。脂肪肝になると肝臓が正常に働かなくなり、血液中の糖や中性脂肪が高くなる原因

にもなります。血液中の中性脂肪が内臓脂肪として過剰に蓄えられると、血圧を上げたりインスリン

（糖の処理を行物質）の働きを邪魔する物質が出てきて体に悪影響を与えます。 

③ エネルギーや体の材料などをつくる工場 ～体の細胞をつくる材料であるコレステロー

ルやたんぱく質、エネルギーになる糖や中性脂肪、脂肪の消化吸収を助ける胆汁など、体に必要なさ

まざまな物質を作っています。  

☆健康診断で行う肝臓の検査項目には、下記のようなものがあります。   

・GOT（AST）とGPT（ALT）～正常値ともに30IU/L以下 ～これは細胞内で作られる酵素で、肝臓に負

担がかかりすぎると細胞が壊れ血液中に出てきます。特にGPT（ALT）は肝臓の細胞の破壊に強く反応

するため、肝臓の障害の目安になります。   

・γ-GTP～正常値50IU/L以下～この数値は、肝臓や腎臓などで作られる酵素で肝細胞や胆管細胞など

にあります。お酒を飲みすぎたりするとγ-GTP が多く作られます。またアルコールの過剰摂取以外に

も胆汁の流れが悪くなる場合も高くなります。 

※毎年住民健診などで検査を行い、肝機能に異常がないか確認することが大切です。 

いかがでしたか？肝臓に限らず臓器は体にとってすべて大事なものです。正しい知識と習慣を身につ

けて大事にしてください。 
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当
院
に
は
Ｃ
Ｔ
装
置
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
有
名
な

画
像
診
断
装
置
で
す
が
、
そ
の
仕
組

み
や
違
い
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
は

意
外
と
少
な
い
も
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
Ｃ
Ｔ
装
置
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
の
違
い
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

・
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
Ｘ
線
を
体
の
回
り

に
ぐ
る
っ
と
当
て
て
得
ら
れ
た
情
報

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算
し
、
格

子
の
目
の
よ
う
な
２
次
元
画
像
を
作

る
方
法
で
す
。 

 

最
近
は
検
査
の
台
を
動
か
し
な
が

ら
複
数
の
検
出
器
を
用
い
て
撮
影
で

き
る
装
置
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
が
で
き

て
、
検
査
時
間
が
大
幅
に
短
縮
し
ま

し
た
。
頸
部
か
ら
骨
盤
ま
で
お
お
む

ね

25

秒
ほ
ど
で
検
査
が
終
了
し
ま

す
。
こ
の
為
、
広
い
範
囲
の
検
査
に

は
Ｃ
Ｔ
が
適
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
骨
や
肺
の
描
出

が
難
し
い
の
で
、
骨
や
肺
の
状
態
を

観
察
し
た
い
場
合
に
は
Ｃ
Ｔ
が
適
し

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
放
射
線

被
ば
く
が
あ
る
こ
と
が
欠
点
で
す
。

病
変
と
正
常
組
織
の
濃
度
の
差
（
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
）
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
劣
り

ま
す
。 

 

・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
磁
気
を
利
用
し
て
体

内
の
水
素
原
子
の
量
と
、
水
素
原
子

の
存
在
の
仕
方
を
検
査
す
る
方
法
で

す
。
放
射
線
被
ば
く
が
な
く
、
病
変

部
と
正
常
組
織
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も

良
好
で
、
横
断
像
だ
け
で
な
く
冠
状

断
像
や
縦
断
像
な
ど
、
ど
ん
な
断
面

像
で
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
利

点
で
す
。 

 

し
か
し
、
検
査
の
範
囲
が
狭
い
、

検
査
に
時
間
が
か
か
る
（
30
分
か
ら

1
時
間
）
、
骨
の
変
化
が
分
か
り
に

く
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
患
者
様
は
施
工
で
き
ず
、
ま
た

狭
い
場
所
に
入
る
の
で
閉
所
恐
怖
症

の
患
者
様
に
も
不
向
き
で
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
長
所
・
短
所
が
あ
り
、
患

者
様
の
疾
患
や
状
態
に
合
わ
せ
て
、

治
療
の
為
の
必
要
十
分
な
情
報
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

肝
機
能
を
み
る
デ
ー
タ 

③ 

 

総
た
ん
ぱ
く(

Ｔ
Ｐ) 

基
準
値 

6.7
～
8.3
g
/
dl 

 

血
清
中
の
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る
ア

ル
ブ
ミ
ン
と
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
総
量
で

す
。
そ
の
多
く
は
肝
臓
で
つ
く
ら
れ

ま
す
。
基
準
値
よ
り
低
い
場
合
は
、

「
栄
養
不
良
や
消
化
吸
収
障
害
」
の

ほ
か
「
重
い
肝
臓
障
害
や
肝
硬
変
」

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
、
尿
中
に
た
ん
ぱ

く
質
が
多
量
に
排
泄
さ
れ
た
場
合
に

も
低
く
な
り
ま
す
。 

基
準
値
よ
り
高
い
場
合
は
「
慢
性
肝

炎
、
肝
硬
変
、
膠
原
病
、
多
発
性
骨

髄
腫
」
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

  

ア
ル
ブ
ミ
ン(

Ａ
ｌ
ｂ) 

基
準
値 

3.9
～
4.9
g
/
dl 

 

ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
3.5
g
/
dl
以

下
の
場
合
、
栄
養
不
良
や
肝
臓
病
、

腎
臓
病
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。
2.5

g

/

dl
以
下
に
な
る
と
、
「
む
く

み
、
腹
水
が
た
ま
る
」
と
い
う
症
状

が
現
れ
ま
す
。
総
た
ん
ぱ
く
か
ら
ア

ル
ブ
ミ
ン
を
引
い
た
残
り
が
グ
ロ
ブ

リ
ン
で
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
グ
ロ
ブ
リ

ン
の
比
率(

A
/
G
比)

は
通
常 

1.3

～
2.0 
で
す
。
A
/
G
比
か
ら
は
、

肝
硬
変
や
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
の
病

気
の
有
無
が
わ
か
り
ま
す
。 

Ｃ

Ｔ 

Ｍ

Ｒ

Ｉ 

中庭のツツジ

が満開です 


